1、 電子軌道は、ｓ１とｓ２の距離は、他の軌道と他の軌道の距離と同等？

2、 多分、Ｎがとびとびなのは、電子が何らかの場を作って、びっしり詰まっているため。真空みたいな新しい概念必要。まだそこまで詰めていない。全くこの星の科学は下等だ。

「会えないかもね。もうしばらく。」いつか見た様名、記憶・・・。「俺たちの止まった時計を動かせるのは、君だけなんだ・・・。」たのむ、立ってくれ、一哉・・・。「私は運命に託すんだ。自分自身。・・・そして、最後は、自分で、決める。」君に渡す、サイコロを。

「仮に駄目だったら？裕子。」「それに・・・。忙しい、朝でも。又、次の日が、やってくるわ。」そして、吉村裕子の父親、吉村パッパは、警察庁からの特命で、イン・フランスへ、飛んだ。この時、時の刑事部長、吉村パッパは、世界が変わる、只ならぬ運命を、感じていた。

「絶海の孤島か・・・。侵略するには、もってこいだ、な。」カコと未来、どっちが好きなんだ？「これは、罠だな。」落ち着け。急いでいては、何も始まらないぜ？勇気と無謀は、違う。あんた、まだ若いだろ？命は大事にするんだな。服や金なんかと違って、二度と戻ってこないぜ？「俺は突っ込む。ランスエリアの包囲網を、一気に突き破って、建物ごと吹っ飛ぶ。これで何か、文句あるか？」「本意か？」「ああ。」ゴンッ　「う・・・貴様・・・」「悪く思うな。若い奴の火を無駄に消さないためにも、必要なことだ。君は寝てればいい。」「き、さ、ま・・・」「又コンドルで会おう。」　青葉大地は、リグ・サフィランを、眠らせた。・・・ランスエリアの本部基地を、先制攻撃で叩くために。「パイロットは俺がやる。」後方支援は頼んだぜ。七倉俊一、君・・・。

　こうして、世界情報機関ランスエリア(SIN)への攻防作戦、「ファージ・オブ・キング・スター」が、始まった。

　（chainでは、LIVE　A　LIVE　の西部編みたいな作戦が、終盤の見せ所。）

　俺達は、「圧制の継続」も、「世界革命も」許さない。絵途は、中立を守る！第三の道、です、王子。「使うのか？SNI兵器を・・・。」「ケースによってはやむを得ません。」「そうか・・・。死ぬんだな、又人が沢山。」「必要な犠牲です。」「・・・、・・・・・・。」「いきましょう、王子。時間がありません。ここも、何れSINの制圧下に置かれます。戦闘機で、すぐ脱出します。来て下さい。」「分かった。」　キィーーーーーン。
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笑点見ました。円楽さん○にましたね。

ところで、セラフィムでは、ＢＧＭは無音（効果音以外）、チェインでは、声中心、インパクトでは半々、ダイアリーでは音楽中心でいこうと思います。

これはもう決まり。かねてから決めていた、ことだからね。

サッカー。W杯のキーマンは、小笠原。シュートが正確で、冷静。ドイツの稲本になれる。いや、なってほしい。・・・出るかわからないけどね。

やきゅう。

セシフィック・リーグは、恐らく普通に、李・村田・福留の争いになるだろ。ＨＲキング。

小久保３２，３～３５、6本　浜中30本が限度、金本もそん位、新井・多村が、6月までに何本打って夏に量産体制に入れるか、てところかな。

パントラルでは、楽天では朝井ってのがいい球投げると思うけどね。比較するなら、一軍で活躍し始めて、制球は甘いもののキレのあるストレートバシバシ投げ込んでた、数年前の井川ほどとはいかないけど、割とキレとコクのあるストレート投げる。球に力ある。（様にみえる・・・。）

あまりみてないけど、（パントラルカブレルがそこそこ打ってるんで歓迎しきりだよ。杉内も勝ってるし、松坂もうまくやりくりしてる。涌井はまだ線が細いね。体じゃなく、球質の。（それでも平均以上だけど。）江藤もなかなかがんばってる。北海道日本ハムでは、新庄も相変わらず。ロッテでは、ストッパーが、良く機能してる。今年はＢクラスだろ。ロッテは、梅ガムの味を薄く・甘く変えたりしてるから、会社自体が存亡の危機だろ。
マリナーズのキャッチャーなき今、ソフトバンクの下降気味は否めない。）
ソフトバンクのわだは、球が低めに集まるんで、これは流石に、球離れも遅く、打者にとっては１５０ＫＭ近く出てる様なカンジだろ。（打ったことないけど、予測。）

しかし、楽天の貧打線振りはひどいものがあるね。投手陣はそこそこに踏ん張ってるのに。これじゃ一場も可愛そうだよ。
セ・パ交流戦では、Ｋ．Ｋ対決も楽しみだ。

巨人の鈴木が、完全にモノになってきたね。力強く振れる様になってきた感じあるし、バッティングのコツを掴みつつあるんじゃないかな。（まだ完璧じゃないけど。）今は割りといい状態だよ。これからスランプ来た時に、どうスタンス変えていくか、だね。レッドスターから盗塁王、奪いそうだよ。一軍に定着すればね。ディロンも守備は下手だが、割といい打者。足遅いのが難点だが。小関は守備固めだろ。（巨人戦みてないんだが。）んで、小坂が仲々いい働きしてる。進塁打なんか、お手本だよ。当てるのは元々うまいからね。巨人は、コンスタントに誰かしら打つんで、これはやたらといやな打線だね。ピッチャー一本調子で行ってると、すぐ捕まるよ。
ヤクルトは強いね。外国人が機能してるし、中継ぎは球界最高級の布陣、青木・岩村・宮本もこれからいい仕事するだろ。。先発次第では、巨人に肉薄する。ジャイアンツは、先発のコマ不足が課題だね。外国人に頼りっきりなのが痛い。内海は計算立ったけどね。

ところで、例の4番バッターが、「俺の息子を雇わなければ、来年契約しない。」といって無理に雇わせた、今20才くらいの１２０ＫＭ台しか出ない右腕、「ラミレスＪＲ．」はどうなったんだろうね。本当に気になるよ。（＾＾
俺でも、1年鍛えれば多分１２５ＫＭは出るぜ？つっても俺は助走つけて投げる遠投の割りにセットポジションとかワインドアップから投げるのは全然スピード出ないんだけどね。でもまぁ、１２０はがんばれば出る（と期待したい）。
とにかく、清原と福浦がパントラルのリーディングを争い、セシフィックでは、ヤクルトのラミレスJR.が鍵を握る。彼が、先発として2勝する様だと、ヤクルトは相当手強いよ。
そして、トレードでボンズを取れるかどうか。ルースを抜いたあとのサンフランシスコ・ジャイアンツのボンズを取れない様だと、ヤクルトのセ界制覇は無いだろうね。
つーことで今年は巨人。若手が台頭してきて打撃もそれなりにいい感じ。
おしまい。（＾＾
